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(57)【要約】
　本発明は、携帯端末機の画面表示方法及び装置に関す
るものである。本発明の実施形態に従う携帯端末機の画
面表示方法は、複数のインデックスを含むインデックス
領域及びフォーカスされたインデックスに対応するコン
テンツを含むコンテンツ領域を表示する最初表示ステッ
プ、上記フォーカスされたインデックスの以外のインデ
ックスへの選択入力を認識するインデックス選択ステッ
プ、及び上記選択されたインデックスの位置から上記フ
ォーカスされたインデックスの位置に向ける方向に上記
選択されたインデックスに該当するコンテンツを進入さ
せて表示する変更表示ステップを含むことを特徴とする
。



(2) JP 2013-545178 A 2013.12.19

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　携帯端末機のプロセッサーで遂行される画面表示方法であって、
　前記方法は前記プロセッサーが、
　複数のインデックスを含むインデックス領域及びフォーカスされたインデックスに対応
するコンテンツを含むコンテンツ領域を表示する最初表示ステップと、
　前記フォーカスされたインデックスの以外のインデックスへの選択入力を認識するイン
デックス選択ステップと、
　前記選択されたインデックスの位置から前記フォーカスされたインデックスの位置に向
ける方向に前記選択されたインデックスに該当するコンテンツを進入させて表示する変更
表示ステップと、
を実行するようにすることを特徴とする、画面表示方法。
【請求項２】
　前記最初表示ステップは、
　少なくとも１つのカテゴリーを含むカテゴリー領域、フォーカスされたカテゴリーに分
類される複数のインデックスで構成されるインデックス領域、及びフォーカスされたイン
デックスに対応するコンテンツを含むコンテンツ領域を表示するステップであることを特
徴とする、請求項１に記載の画面表示方法。
【請求項３】
　前記変更表示ステップは、
　前記選択されたインデックスの位置から前記フォーカスされたインデックスの位置に向
ける方向に前記フォーカスされたインデックスに該当するコンテンツに前記選択されたイ
ンデックスに対応するコンテンツをオーバーレイ（overlay）して表示するステップであ
ることを特徴とする、請求項１に記載の画面表示方法。
【請求項４】
　前記変更表示ステップは、
　前記新たなページに関連した前記インデックスがフォーカスされたインデックスリスト
と前記新たなページに関連した前記インデックスに対応するコンテンツとを結合して１つ
のアイテムを構成するステップと、
　前記構成されたアイテムを前記選択されたインデックスの位置から前記フォーカスされ
たインデックスの位置に向ける方向に進入させて表示するステップと、
を含むことを特徴とする、請求項１に記載の画面表示方法。
【請求項５】
　前記変更表示ステップは、
　前記選択されたインデックスに対応するコンテンツを１つのアイテムを構成するステッ
プと、
　前記構成されたアイテムを前記選択されたインデックスの位置から前記フォーカスされ
たインデックスの位置に向ける方向に進入させて表示するステップと、
　前記インデックス領域で前記選択されたインデックスをフォーカスして表示するステッ
プと、
を含むことを特徴とする、請求項１に記載の画面表示方法。
【請求項６】
　新たなインデックスを選択するステップは、
　前記インデックス領域で前記選択入力に相応するタップ動作を感知するステップと、
　前記インデックス領域で感知されたタップ動作の位置に新たなインデックスを関連させ
るステップと、
を含むことを特徴とする、請求項１に記載の画面表示方法。
【請求項７】
　前記新たなインデックスを選択するステップは、
　前記インデックス領域へのタッチ、移動、及びタッチ解除動作を順次に認識するステッ
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プと、
　前記新たなインデックスを前記インデックス領域の前記感知されたタッチ、移動、タッ
チ解除動作の位置に関連させるステップと、
を含むことを特徴とする、請求項１に記載の画面表示方法。
【請求項８】
　前記最初表示ステップは、
　インデックス領域の内に少なくとも１つのインデックスを水平方向に整列して順次に表
示するステップを含むことを特徴とする、請求項１に記載の画面表示方法。
【請求項９】
　前記変更表示ステップは、
　現在フォーカスされたインデックスの左方に位置するインデックス選択が入力されれば
、前記選択されたインデックスに該当するコンテンツを左から右方向に進入させて表示し
、
　現在フォーカスされたインデックスの右方に位置するインデックス選択が入力されれば
、前記選択されたインデックスに該当するコンテンツを右から左方向に進入させて表示す
るステップであることを特徴とする、請求項８に記載の画面表示方法。
【請求項１０】
　前記最初表示ステップは、
　インデックスが上下方向に一列に配列された形態のインデックス領域を表示することを
特徴とする、請求項１に記載の画面表示方法。
【請求項１１】
　前記変更表示ステップは、
　現在フォーカスされたインデックスの上方に位置するインデックス選択が入力されれば
、前記選択されたインデックスに該当するコンテンツを上から下方向に進入させて表示し
、
　現在フォーカスされたインデックスの下方に位置するインデックス選択が入力されれば
、前記選択されたインデックスに該当するコンテンツを下から上方向に進入させて表示す
るステップであることを特徴とする、請求項１０に記載の画面表示方法。
【請求項１２】
　少なくとも１つのカテゴリーを含むカテゴリー領域、フォーカスされたカテゴリーに分
類される複数のインデックスを含むインデックス領域、及びフォーカスされたインデック
スに対応するコンテンツを含むコンテンツ領域を表示する表示部と、
　前記フォーカスされたインデックスの以外のインデックスへの選択入力を認識するタッ
チセンサー部と、
　前記表示部を制御して前記選択されたインデックスの位置から前記フォーカスされたイ
ンデックスの位置に向ける方向に前記選択されたインデックスに対応するコンテンツを進
入させて表示する制御部と、
を含むことを特徴とする、携帯端末機。
【請求項１３】
　移動端末において、
　表示部と、
　コードを含むメモリと通信する前記プロセッサーと、を含み、
　前記コードは、プロセッサーによりアクセスされれば、前記プロセッサーは、
　前記表示部の表示スクリーンを表示するステップ（前記表示スクリーンは複数のインデ
ックスを含み、前記複数のインデックスのうち、いずれか１つはハイライトされたインデ
ックス領域及びコンテンツ情報を含むコンテンツ領域を含む）と、
　前記複数のインデックスのうちから選択された新たなインデックスに関連した入力を受
信するステップと、
　前記ハイライトされたインデックス及び前記新たなインデックスの間の位置関係を決定
するステップと、
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　前記表示スクリーンを前記新たなインデックスと関連したコンテンツ領域に変更するス
テップと、
を実行するようにし、
　前記変更するステップは、前記位置関係と関連した方向に起こることを特徴とする、移
動端末。
【請求項１４】
　前記位置関係は‘右に’、‘左に’、‘上’及び‘下’で構成されるグループから選択
されることを特徴とする、請求項１３に記載の移動端末。
【請求項１５】
　前記位置関係の方向は‘右方から－左方に’、‘左方から－右方に’、‘上から－下に
’及び‘下から－上に’で構成されるグループから選択されることを特徴とする、請求項
１４に記載の移動端末。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は携帯端末機の画面表示方法及び装置に関し、特に、インデックス（index）選
択によって画面を切換して表示する方法とこれをサポートする装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　最近、携帯端末機の普及率が急速に増加するにつれて、携帯端末機はこれから現代人の
生活必需品として位置付けるようになった。このような携帯端末機は固有の音声通話サー
ビスだけでなく、各種データ転送サービスと多様な付加サービスも提供できるようになっ
て、機能上、マルチメディア通信機器に変貌するようになった。現在、上記のようなサー
ビスの開発と共に、ユーザの操作の入力を受けてユーザに情報を提供するユーザインター
フェース（user interface）の開発が活発に進められている。そして、このようなユーザ
インターフェースの開発はユーザ操作の直観性に焦点を合せて進められている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本発明の目的は、ユーザ操作の直観性を向上させる携帯端末機の画面表示方法及び装置
を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明の実施形態に従う携帯端末機の画面表示方法は、携帯端末機のプロセッサーで遂
行される画面表示方法において、上記方法は上記プロセッサーが、複数のインデックスを
含むインデックス領域及びフォーカスされたインデックスに対応するコンテンツを含むコ
ンテンツ領域を表示する最初表示ステップと、上記フォーカスされたインデックスの以外
のインデックスへの選択入力を認識するインデックス選択ステップと、上記選択されたイ
ンデックスの位置から上記フォーカスされたインデックスの位置に向ける方向に上記選択
されたインデックスに該当するコンテンツを進入させて表示する変更表示ステップと、を
実行するようにすることを特徴とする。
【０００５】
　本発明の実施形態に従う携帯端末機は、少なくとも１つのカテゴリーを含むカテゴリー
領域、フォーカスされたカテゴリーに分類される複数のインデックスを含むインデックス
領域、及びフォーカスされたインデックスに対応するコンテンツを含むコンテンツ領域を
表示する表示部と、上記フォーカスされたインデックスの以外のインデックスへの選択入
力を認識するタッチセンサー部と、上記表示部を制御して上記選択されたインデックスの
位置から上記フォーカスされたインデックスの位置に向ける方向に上記選択されたインデ
ックスに対応するコンテンツを進入させて表示する制御部と、を含むことを特徴とする。
【発明の効果】
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【０００６】
　インデックス及びコンテンツを含む画面で画面を切換させる時、インデックスの配列方
向と同一な方向に画面が切り換えられるため、ユーザが画面切換命令を入力するに当たっ
て、ユーザ操作の直観性が向上できる。このような画面切換方法はユーザに興味要素をも
たらすことができ、携帯端末機の使用におけるユーザの感性的な点が向上できる。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】本発明の実施形態に従う携帯端末機１００の内部構成図に該当する。
【図２】本発明の実施形態に従う携帯端末機１００の画面表示方法を説明するフローチャ
ートである。
【図３】本発明の実施形態に従う携帯端末機１００のスケジュール管理画面を示す図であ
る。
【図４】‘Day’カテゴリーが選択された状態で、ユーザが現在フォーカスされたインデ
ックスの右方に位置するインデックスを選択した時、携帯端末機１００の表示画面変更形
態を示す図である。
【図５】‘Day’カテゴリーが選択された状態で、ユーザが現在フォーカスされたインデ
ックスの左方に位置するインデックスを選択した時、携帯端末機１００の表示画面変更形
態を示す図である。
【図６】‘Week’カテゴリーが選択された状態で、ユーザが現在フォーカスされたインデ
ックスの右方に位置するインデックスを選択した時、携帯端末機１００の表示画面変更形
態を示す図である。
【図７】‘Week’カテゴリーが選択された状態で、ユーザが現在フォーカスされたインデ
ックスの左方に位置するインデックスを選択した時、携帯端末機１００の表示画面変更形
態を示す図である。
【図８】‘Month’カテゴリーが選択された状態で、ユーザが現在フォーカスされたイン
デックスの右方に位置するインデックスを選択した時、携帯端末機１００の表示画面変更
形態を示す図である。
【図９】‘Month’カテゴリーが選択された状態で、ユーザが現在フォーカスされたイン
デックスの左方に位置するインデックスを選択した時、携帯端末機１００の表示画面変更
形態を示す図である。
【図１０】‘Day’カテゴリーが選択された状態で、ユーザがドラッグ（drag）動作を通
じて現在フォーカスされたインデックスの右方に位置するインデックスを選択した時、携
帯端末機１００の表示画面変更形態を示す図である。
【図１１】‘Day’カテゴリーが選択された状態で、ユーザがコンテンツ領域の内にある
‘Today’キーを選択した時、携帯端末機１００の表示画面変更形態を示す図である。
【図１２】‘Day’カテゴリーが選択された状態で、ユーザが現在フォーカスされたイン
デックスの右方に位置するインデックスを選択した時、図４とは異なる表示画面変更形態
を示す図である。
【図１３】インデックスが上下方向に配列された形態にインデックス領域が構成され、‘
Day’カテゴリーが選択された状態で、ユーザが現在フォーカスされたインデックスの下
方に位置するインデックスを選択した時、携帯端末機１００の表示画面変更形態を示す図
である。
【図１４】インデックスが上下方向に配列された形態にインデックス領域が構成され、‘
Day’カテゴリーが選択された状態で、ユーザが現在フォーカスされたインデックスの上
方に位置するインデックスを選択した時、携帯端末機１００の表示画面変更形態を示す図
である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　本発明は携帯端末機を例として説明するが、これに限定されるものではなく、タッチス
クリーンが備えられた全ての装置に適用できる。また、本発明の実施形態に従う携帯端末
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機はタッチスクリーンが備えられた端末機であって、好ましくは、移動通信端末機、携帯
用マルチメディア再生装置（Portable Multimedia Player；ＰＭＰ）、個人情報端末機（
Personal Digital Assistant；ＰＤＡ）、スマートフォン（Smart Phone）、ＭＰ３プレ
ーヤーなどのような情報通信機器、及びマルチメディア機器で構成できる。特に、本発明
は４インチ（inch）以下のディスプレイを有する小型携帯端末機だけでなく、７インチ（
inch）以上のディスプレイを有する中大型携帯端末機にも適用できる。
【０００９】
　図１は、本発明の実施形態に従う携帯端末機１００の内部構成図に該当する。本発明の
携帯端末機１００は、無線通信部１１０、オーディオ処理部１２０、格納部１３０、タッ
チスクリーン部１４０、キー入力部１５０、及び制御部１６０を含む。
【００１０】
　無線通信部１１０は、携帯端末機１００の無線通信のための該当データの送受信機能を
遂行する。無線通信部１１０は、送信される信号の周波数を上昇変換及び増幅するＲＦ送
信機と、受信される信号を低雑音増幅し、周波数を下降変換するＲＦ受信機などで構成で
きる。また、無線通信部１１０は無線チャンネルを介してデータを受信して制御部１６０
に出力し、制御部１６０から出力されたデータを無線チャンネルを介して転送することが
できる。
【００１１】
　オーディオ処理部１２０は、コーデック（CODEC）で構成されることができ、コーデッ
クはパケットデータなどを処理するデータコーデックと、音声などのオーディオ信号を処
理するオーディオコーデックとから構成できる。オーディオ処理部１２０は、ディジタル
オーディオ信号をオーディオコーデックを通じてアナログオーディオ信号に変換してスピ
ーカーＳＰＫを通じて再生し、マイクＭＩＣに入力されるアナログオーディオ信号をオー
ディオコーデックを通じてディジタルオーディオ信号に変換する。
【００１２】
　格納部１３０は、携帯端末機１００の動作に必要なプログラム及びデータを格納する役
割を遂行し、プログラム領域とデータ領域とに区分できる。プログラム領域は、携帯端末
機１００の全般的な動作を制御するプログラム及び携帯端末機１００をブーティングさせ
る運営体制（ＯＳ；Operating System）、マルチメディアコンテンツ再生などに必要な応
用プログラム、携帯端末機１００のその他のオプション機能、例えば、カメラ機能、音再
生機能、イメージ、または動映像再生機能に必要な応用プログラムなどを格納することが
できる。データ領域は携帯端末機１００の使用によって発生するデータが格納される領域
であって、イメージ、動映像、フォンブック、オーディオデータなどを格納することがで
きる。
【００１３】
　タッチスクリーン部１４０は、タッチセンサー部１４１及び表示部１４２を含む。タッ
チセンサー部１４１は、ユーザのタッチ入力を感知する。タッチセンサー部１４１は、静
電容量方式（capacitive overlay）、圧力式抵抗膜方式（resistive overlay）、赤外線
感知方式（infrared beam）などのタッチ感知センサーで構成されるか、圧力感知センサ
ー（pressure sensor）で構成されることもできる。上記センサーの他にも物体の接触ま
たは圧力が感知できる全ての種類のセンサー機器が本発明のタッチセンサー部１４１に構
成できる。タッチセンサー部１４１は、ユーザのタッチ入力を感知し、感知信号を発生さ
せて制御部１６０に転送する。上記感知信号には、ユーザがタッチを入力した座標データ
が含まれる。ユーザがタッチ位置移動動作を入力した場合、タッチセンサー部１４１はタ
ッチ位置移動経路の座標データを含んだ感知信号を発生させて制御部１６０に転送する。
本発明において、タッチ位置移動動作にはタッチ位置の移動速度が既設定された臨界速度
より大きい動作に該当するフリック（flick）、タッチ位置の移動速度が既設定された臨
界速度より小さい動作に該当するドラッグ（drag）が含まれることができる。
【００１４】
　表示部１４２は、液晶表示装置（ＬＣＤ；Liquid Crystal Display）、有機発光ダイオ
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ード（ＯＬＥＤ；Organic Light Emitting Diodes）、能動型有機発光ダイオード（ＡＭ
ＯＬＥＤ；Active Matrix Organic Light Emitting Diodes）などで形成されることがで
き、携帯端末機１００のメニュー、入力されたデータ、機能設定情報、及びその他の多様
な情報をユーザに視覚的に提供する。表示部１４２は、携帯端末機１００のブーティング
画面、待機画面、メニュー画面、通話画面、その他のアプリケーション画面を出力する機
能を遂行する。本発明において、表示部１４２は最上位概念の分類基準に該当するカテゴ
リーで構成されるカテゴリー領域、現在フォーカスされたカテゴリーに分類されるインデ
ックスで構成されるインデックス領域、及び現在フォーカスされたインデックスに対応す
るコンテンツを含むコンテンツ領域で構成された画面を表示する。
【００１５】
　キー入力部１５０は、携帯端末機１００を制御するためのユーザのキー操作の入力を受
けて入力信号を生成して制御部１６０に伝達する。キー入力部１５０は、数字キー、方向
キーを含むキーボードで構成されることができ、携帯端末機１００の一面に所定のファン
クションキーで形成できる。本発明の実施形態に従って、タッチスクリーン部１４０のみ
で全ての操作が可能な携帯端末機の場合にはキー入力部１５０が省略されることもできる
。
【００１６】
　制御部１６０は、携帯端末機の各構成要素に対する全般的な動作を制御する。本発明の
実施形態に従う制御部１６０は、表示部１４２を制御して最上位概念の分類基準に該当す
るカテゴリーで構成されるカテゴリー領域、現在フォーカスされたカテゴリーに分類され
るインデックスで構成されるインデックス領域、及び現在フォーカスされたインデックス
に対応するコンテンツを含むコンテンツ領域で構成された画面を表示する。制御部１６０
は、表示部１４２を制御してインデックス領域表示時、インデックスを一定方向に配列し
、いずれか１つのインデックスをフォーカス（focus）して表示する。
【００１７】
　制御部１６０は、タッチセンサー部１４１を通じて現在フォーカスされているインデッ
クスの以外の他の１つのインデックスの選択を認識すれば、表示部１４２を制御して上記
選択されたインデックスの位置から本来フォーカスされていたインデックスの位置に向け
る方向に選択されたインデックスに対応するコンテンツを進入させて表示する。インデッ
クスが左右方向に一列に配列されている場合、ユーザが現在フォーカスされているインデ
ックスの左方に位置するインデックスを選択すれば、制御部１６０は表示部１４２を制御
して上記ユーザが選択したインデックスに該当するコンテンツを左から右方向に進入させ
て表示し、ユーザが現在フォーカスされているインデックスの右方に位置するインデック
スを選択すれば、制御部１６０は表示部１４２を制御して上記ユーザが選択したインデッ
クスに該当するコンテンツを右から左方向に進入させて表示する。
【００１８】
　インデックスが上下方向に一列に配列されている場合、ユーザが現在フォーカスされて
いるインデックスの上方に位置するインデックスを選択すれば、制御部１６０は表示部１
４２を制御して上記ユーザが選択したインデックスに該当するコンテンツを上から下方向
に進入させて表示し、ユーザが現在フォーカスされているインデックスの下方に位置する
インデックスを選択すれば、制御部１６０は表示部１４２を制御して上記ユーザが選択し
たインデックスに該当するコンテンツを下から上方向に進入させて表示する。
【００１９】
　図２は、本発明の実施形態に従う携帯端末機１００の画面表示方法を説明するフローチ
ャートである。
【００２０】
　ステップ２０１で、制御部１６０は表示部１４２を制御して最上位概念の分類基準のカ
テゴリーで構成されるカテゴリー領域、現在フォーカスされたカテゴリーに分類されるイ
ンデックスで構成されるインデックス領域、及び現在フォーカスされたインデックスに対
応するコンテンツを含むコンテンツ領域で構成された画面を表示する。インデックス領域
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でインデックスは一定方向に配列され、いずれか１つのインデックスがフォーカス（focu
s）されて表示される。本発明の実施形態に従って、インデックス領域はインデックスが
左右方向に一列に配列された形態に構成されることができ、インデックスが上下方向に一
列に配列された形態に構成されることもできる。
【００２１】
　本発明の実施形態に従って、表示画面はカテゴリー領域が最上方に位置し、カテゴリー
領域の下にコンテンツ領域が位置し、コンテンツ領域の下にインデックス領域が位置する
ように構成できる。本発明の実施形態に従って、表示画面はカテゴリー領域が最上方に位
置し、カテゴリー領域の下にコンテンツ領域とインデックス領域とが位置し、インデック
ス領域がコンテンツ領域の左方または右方に位置するように構成できる。また、表示画面
は最左方にインデックス領域が位置し、コンテンツ領域がインデックス領域の右方に位置
し、カテゴリー領域がコンテンツ領域の右方に位置するように構成できる。また、表示画
面は最左方にカテゴリー領域が位置し、コンテンツ領域がカテゴリー領域の右方に位置し
、インデックス領域がコンテンツ領域の右方に位置するように構成できる。
【００２２】
　本発明において、表示画面はスケジュール（schedule）管理画面になることができる。
この場合、カテゴリー領域には‘日（day）’、‘週（week）’、‘月（month）’のよう
なカテゴリーが含まれることができる。インデックス領域には、‘日’カテゴリーに分類
されるインデックスとして‘1、2、3、・・・31’のような日単位インデックスが含まれ
ることができ、‘週’ カテゴリーに分類されるインデックスとして‘Sep 1-7、Sep 8-14
、・・・’のような週単位インデックスが含まれることができ、‘月’カテゴリーに分類
されるインデックスとして‘Jan、Feb、Mar、・・Dec’のような月単位インデックスが含
まれることができる。コンテンツ領域には、‘日単位スケジュール内容’、‘週単位スケ
ジュール内容’、‘月単位スケジュール内容’が含まれることができる。コンテンツ領域
の内のコンテンツは１つのカード（card）形態のアイテムで構成されることができ、コン
テンツ領域の内のコンテンツとインデックス領域の内のインデックスリストとが結合され
て１つのアイテムとして構成できる。
【００２３】
　図３は、本発明の実施形態に従う携帯端末機１００のスケジュール管理画面を示す図で
ある。図３のスケジュール管理画面は、カテゴリー領域、インデックス領域、及びコンテ
ンツ領域で構成される。カテゴリー領域には、‘Day’、’Week’、‘Month’、‘List’
のようなカテゴリーが含まれている。‘Day’は日単位にスケジュール内容を確認するた
めのカテゴリーに該当し、‘Week’は週単位にスケジュール内容を確認するためのカテゴ
リーに該当し、‘Month’は月単位にスケジュール内容を確認するためのカテゴリーに該
当する。‘List’は登録されている全てのスケジュール内容のリストを見るためのカテゴ
リーに該当する。また、図３のカテゴリー領域には‘Today’と表示されたファンクショ
ンキーが含まれている。‘Today’は今日の日付に該当するコンテンツに速かに移動する
ための探索キーに該当する。
【００２４】
　インデックス領域には、‘Day’カテゴリーに分類される‘1、2、3、・・・’のような
日単位のインデックスが一列に配列されており、現在選択されたインデックスである‘16
’がフォーカスされている。
【００２５】
　コンテンツ領域には、現在選択されたインデックス‘16’に対応するコンテンツが表示
されている。コンテンツは、インデックスリストと結合して１つのカード形態のアイテム
として構成されることができ、コンテンツ自体が１つのアイテムとして構成できる。図３
のコンテンツは、時間帯別にスケジュール内容を表示する部分と、一日のスケジュール内
容を要約して表示する‘All day’部分とを含む。また、図３のコンテンツは、16 Wednes
day 16 2010 April‘のように、該当日の情報を表示する部分と新たなスケジュールを追
加するための追加キーを含んでいる。
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【００２６】
　本発明の実施形態に従って、表示画面はカテゴリー領域無しでインデックス領域とコン
テンツ領域のみで構成できる。
【００２７】
　ステップ２０２で、制御部１６０はタッチセンサー部１４１を通じていずれか１つのイ
ンデックスが選択されるかを判断する。具体的に、制御部１６０はタッチセンサー部１４
１を通じて現在フォーカスされているインデックスの以外の他のインデックスが選択され
るか否かを判断する。ユーザは、所望のインデックスにタップ（tap）を入力してインデ
ックスを選択することができ、インデックス領域の任意の地点にタッチ入力後、タッチ位
置を移動させてから所望のインデックスに到達した時、タッチを解除してインデックスを
選択することができる。タッチスクリーン基盤でない携帯端末機の場合、制御部１６０は
キー入力部１５０から受信する入力信号を通じていずれか１つのインデックスが選択され
るか否かを判断することができる。
【００２８】
　いずれか１つのインデックスが選択されたと判断すれば、ステップ２０３で、制御部１
６０は表示部１４２を制御して選択されたインデックスの位置からフォーカスされていた
インデックスの位置に向ける方向に選択されたインデックスに対応するコンテンツを進入
させて表示する。具体的に、制御部１６０はユーザにより選択されたインデックスの位置
が現在フォーカスされていたインデックスの位置を基準にどの方向に位置するかを判断す
る。インデックス領域でインデックスが左右方向に配列されている場合、制御部１６０は
ユーザにより選択されたインデックスが現在フォーカスされていたインデックスを中心に
左方に位置するか、または右方に位置するかを判断する。インデックスが上下方向に配列
されている場合、制御部１６０はユーザにより選択されたインデックスが現在フォーカス
されていたインデックスを中心に上方に位置するか、または下方に位置するかを判断する
。
【００２９】
　この後、制御部１６０は表示部１４２を制御して選択されたインデックスの位置からフ
ォーカスされていたインデックスの位置に向ける方向に選択されたインデックスに対応す
るコンテンツを進入させて表示する。インデックスが左右方向に配列されており、ユーザ
により選択されたインデックスが現在フォーカスされていたインデックスを中心に左方に
位置する場合、制御部１６０は表示部１４２を制御して左から右方向にコンテンツを進入
させて表示し、ユーザにより選択されたインデックスが現在フォーカスされていたインデ
ックスを中心に右方に位置する場合、制御部１６０は表示部１４２を制御して右から左方
向にコンテンツを進入させて表示する。また、インデックスが上下方向に配列されており
、ユーザにより選択されたインデックスが現在フォーカスされていたインデックスを中心
に上方に位置する場合、制御部１６０は表示部１４２を制御して上から下方向にコンテン
ツを進入させて表示し、ユーザにより選択されたインデックスが現在フォーカスされてい
たインデックスを中心に下方に位置する場合、制御部１６０は表示部１４２を制御して下
から上方向にコンテンツを進入させて表示する。
【００３０】
　コンテンツを進入させて表示する時、制御部１６０は表示部１４２を制御してユーザに
より選択されたインデックスに対応するコンテンツを本来表示されていたコンテンツの上
にオーバーレイ（overlay）して表示することができる。即ち、制御部１６０は本来表示
されていたコンテンツを移動させず、ユーザにより選択されたインデックスに対応するコ
ンテンツが本来表示されていたコンテンツを覆うように表示部１４２を制御することがで
きる。
【００３１】
　また、制御部１６０はカテゴリー領域の表示状態を維持させたまま、コンテンツ領域と
インデックス領域のみを変更して表示するように表示部１４２を制御することができる。
コンテンツとインデックスリストが１つのカード（card）形態のアイテムで構成された場
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合、ユーザがいずれか１つのインデックスを選択すれば、制御部１６０は表示部１４２を
制御して選択されたインデックスがフォーカスされたインデックスリストと選択されたイ
ンデックスに対応するコンテンツとを結合したカードを進入させて本来表示されていたカ
ードの上にオーバーレイ（overlay）して表示することができる。
【００３２】
　図４は、‘Day’カテゴリーが選択された状態で、ユーザが現在フォーカスされたイン
デックスの右方に位置するインデックスを選択した時、携帯端末機１００の表示画面変更
形態を示す図である。
【００３３】
　図４の［ａ］は、図３と同一な画面に該当する。図４の［ａ］は、カテゴリー領域で‘
Day’がフォーカスされ、インデックス領域でインデックス‘16’がフォーカスされ、コ
ンテンツ領域が2010. 04. 16に該当するスケジュール内容を含むコンテンツで構成された
形態を図示する。2010. 04. 16に該当するスケジュール内容には、‘Weekly meeting’、
‘Lunch with kyusung’、‘worldcup!!!’が含まれている。上記スケジュール内容は、
時間帯別にスケジュールを記録した領域にも表示されており、一日のスケジュール内容を
要約して表示する‘All day’領域にも表示されている。図４の［ａ］で、ユーザがイン
デックス‘17’にタップ（tap）を入力すれば、図４の［ｂ］に図示されたように、イン
デックス‘17’がフォーカスされたインデックスリストと2010. 04. 17に該当するスケジ
ュール内容を含むコンテンツで構成されるカードが右から左方向に進入する。フォーカス
されていたインデックスが‘16’であり、ユーザにより選択されたインデックスが‘16’
より右方に位置する‘17’であるので、2010. 04. 17に該当するカードは右から左方向に
進入する。図４の［ｂ］は2010. 04. 17に該当するカードが表示画面の右端で生成されて
左端方向に進入する形態を図示している。2010. 04. 17に該当するカードが右から左方向
に進入しながら、2010. 04. 17のスケジュール内容で構成されるコンテンツは2010. 04. 
16のスケジュール内容で構成されるコンテンツを右から左方向にオーバーレイし、インデ
ックス‘17’がフォーカスされたインデックスリストがインデックス‘16’がフォーカス
されたインデックスリストを右から左方向にオーバーレイする。
【００３４】
　図４の［ｃ］は2010. 04. 16のカードが2010. 04. 17のカードに完全に切り換えられた
形態を図示する。2010. 04. 17のカードにはスケジュール内容に‘Lunch with Minjung’
、‘Dinner with changmin’が表示されている。
【００３５】
　図５は、‘Day’カテゴリーが選択された状態で、ユーザが現在フォーカスされたイン
デックスの左方に位置するインデックスを選択した時、携帯端末機１００の表示画面変更
形態を示す図である。
【００３６】
　図５の［ａ］は図４の［ａ］と同一な画面であり、カテゴリー領域で‘Day’がフォー
カスされ、インデックス領域でインデックス‘16’がフォーカスされ、コンテンツ領域が
2010. 04. 16のスケジュール内容を含むコンテンツで構成された形態を図示する。図５の
［ａ］で、ユーザがインデックス‘13’にタップ（tap）を入力すれば、図５の［ｂ］に
図示されたようにインデックス‘13’がフォーカスされたインデックスリストと2010. 04
. 13のスケジュール内容を含むコンテンツで構成されるカードが左から右方向に進入する
。フォーカスされていたインデックスが‘16’であり、ユーザにより選択されたインデッ
クスが‘16’より左方に位置する‘13’であるので、2010. 04. 13に該当するカードは左
から右方向に進入する。図５の［ｂ］は、2010. 04. 13のカードが表示画面の左端で生成
されて右端方向に進入する形態を図示している。2010. 04. 13のカードが左から右方向に
進入しながら、2010. 04. 13のスケジュール内容で構成されるコンテンツは2010. 04. 16
のスケジュール内容で構成されるコンテンツを左から右方向にオーバーレイし、インデッ
クス‘13’がフォーカスされたインデックスリストがインデックス‘16’がフォーカスさ
れたインデックスリストを左から右方向にオーバーレイする。
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【００３７】
　図５の［ｃ］は、2010. 04. 16のカードが2010. 04. 13のカードに完全に切り換えられ
た形態を図示する。2010. 04. 13のカードにはスケジュール内容に‘Lunch with Wooyoun
g’、‘Cinema’が表示されている。
【００３８】
　図６は、‘Week’カテゴリーが選択された状態で、ユーザが現在フォーカスされたイン
デックスの右方に位置するインデックスを選択した時、携帯端末機１００の表示画面変更
形態を示す図である。
【００３９】
　図６の［ａ］は、カテゴリー領域で‘Week’がフォーカスされ、インデックス領域でイ
ンデックス‘Sep 8-14’がフォーカスされ、コンテンツ領域がSeptember 8-14, 2010のス
ケジュール内容を含むコンテンツで構成された形態を図示する。September 8-14, 2010の
スケジュール内容には‘Weekly meeting’、‘Lunch with kyusung’、‘worldcup!!!’
が含まれている。図６の［ａ］でユーザがインデックス‘Sep 21-27’にタップ（tap）を
入力すれば、図６の［ｂ］に図示されたように、インデックス‘Sep 21-27’がフォーカ
スされたインデックスリストとSeptember 21-27, 2010のスケジュール内容を含むコンテ
ンツとで構成されるカードが右から左方向に進入する。フォーカスされていたインデック
スが‘Sep 8-14’であり、ユーザにより選択されたインデックスが‘Sep 8-14’より右方
に位置する‘Sep 21-27’であるので、September 21-27, 2010のカードは右から左方向に
進入する。図６の［ｂ］は、September 21-27, 2010のカードが表示画面の右端で生成さ
れて左端に進入する形態を図示している。September 21-27, 2010のカードが右から左方
向に進入しながら、September 21-27, 2010のスケジュール内容で構成されるコンテンツ
はSeptember 8-14, 2010のスケジュール内容で構成されるコンテンツを右から左方向にオ
ーバーレイし、インデックス‘Sep 21-27’がフォーカスされたインデックスリストがイ
ンデックス‘Sep 8-14’がフォーカスされたインデックスリストを右から左方向にオーバ
ーレイする。
【００４０】
　図６の［ｃ］は、September 8-14, 2010のカードがSeptember 21-27, 2010のカードに
完全に切り換えられた形態を図示する。September 21-27, 2010のカードにはスケジュー
ル内容に‘Date’、‘Cinema’、‘Wedding’が表示されている。
【００４１】
　図７は、‘Week’カテゴリーが選択された状態で、ユーザが現在フォーカスされたイン
デックスの左方に位置するインデックスを選択した時、携帯端末機１００の表示画面変更
形態を示す図である。
【００４２】
　図７の［ａ］は図６の［ａ］と同一な画面であって、カテゴリー領域で‘Week’がフォ
ーカスされ、インデックス領域でインデックス‘Sep 8-14’がフォーカスされ、コンテン
ツ領域がSeptember 8-14, 2010のスケジュール内容を含むコンテンツで構成された形態を
図示する。図７の［ａ］で、ユーザがインデックス‘Sep 1-7’にタップ（tap）を入力す
れば、図７の［ｂ］に図示されたように、インデックス‘Sep 1-7’がフォーカスされた
インデックスリストとSeptember 1-7, 2010のスケジュール内容を含むコンテンツで構成
されるカードが左から右方向に進入する。フォーカスされていたインデックスが‘Sep 8-
14’であり、ユーザにより選択されたインデックスが‘Sep 8-14’より左方に位置する‘
Sep 1-7’であるので、September 1-7, 2010のカードは左から右方向に進入する。図７の
［ｂ］は、September 1-7, 2010に該当するカードが表示画面の左端で生成されて右端に
進入する形態を表示している。September 1-7, 2010に該当するカードが左から右方向に
進入しながら、September 1-7, 2010のスケジュール内容で構成されるコンテンツはSepte
mber 8-14, 2010のスケジュール内容で構成されるコンテンツを左から右方向に覆って、
インデックス‘Sep 1-7’がフォーカスされたインデックスリストがインデックス‘Sep 8
-14’がフォーカスされたインデックスリストを左から右方向にオーバーレイする。
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【００４３】
　図７の［ｃ］は、September 8-14, 2010のカードがSeptember 1-7, 2010のカードに完
全に切り換えられた形態を図示する。September 1-7, 2010のカードにはスケジュール内
容に‘Soccer’、‘Baseball’が表示されている。
【００４４】
　図８は、‘Month’カテゴリーが選択された状態で、ユーザが現在フォーカスされたイ
ンデックスの右方に位置するインデックスを選択した時、携帯端末機１００の表示画面変
更形態を示す図である。
【００４５】
　図８の［ａ］は、カテゴリー領域で‘Month’がフォーカスされ、インデックス領域で
インデックス‘Sep’がフォーカスされ、コンテンツ領域がSeptember 2010に該当するス
ケジュール内容を含むコンテンツで構成された形態を図示する。September 2010のスケジ
ュール内容には‘Weekly meeting’、‘Lunch with bong’、‘worldcup!!!’、‘昼食約
束’が含まれている。図８の［ａ］で、ユーザがインデックス‘Dec’にタップ（tap）を
入力すれば、図８の［ｂ］に図示されたように、インデックス‘Dec’がフォーカスされ
たインデックスリストとDecember 2010のスケジュール内容を含むコンテンツで構成され
るカードが右から左方向に進入する。フォーカスされていたインデックスが‘Sep’であ
り、ユーザにより選択されたインデックスが‘Sep’より右方に位置する‘Dec’であるの
で、December 2010に該当するカードは右から左方向に進入する。図８の［ｂ］は、Decem
ber 2010のカードが表示画面の右端で生成されて左端に進入する形態を図示している。De
cember 2010のカードが右から左方向に進入しながら、December 2010のスケジュール内容
で構成されるコンテンツは、September 2010のスケジュール内容で構成されるコンテンツ
を右から左方向にオーバーレイし、インデックス‘Dec’がフォーカスされたインデック
スリストがインデックス‘Sep’がフォーカスされたインデックスリストを右から左方向
にオーバーレイする。
【００４６】
　図８の［ｃ］は、September 2010のカードがDecember 2010のカードに完全に切り換え
られた形態を図示する。December 2010のカードにはスケジュール内容に‘Ski’が表示さ
れている。
【００４７】
　図９は‘Month’カテゴリーが選択された状態で、ユーザが現在フォーカスされたイン
デックスの左方に位置するインデックスを選択した時、携帯端末機１００の表示画面変更
形態を示す図である。
【００４８】
　図９の［ａ］は図８の［ａ］と同一な画面に該当し、カテゴリー領域で‘Month’がフ
ォーカスされ、インデックス領域でインデックス‘Sep’がフォーカスされ、コンテンツ
領域がSeptember 2010に該当するスケジュール内容を含むコンテンツで構成された形態を
図示する。図９の［ａ］で、ユーザがインデックス‘Jan’にタップ（tap）を入力すれば
、図９の［ｂ］に図示されたように、インデックス‘Jan’がフォーカスされたインデッ
クスリストとJanuary 2010に該当するスケジュール内容を含むコンテンツで構成されるカ
ードが左から右方向に進入する。フォーカスされていたインデックスが‘Sep’であり、
ユーザにより選択されたインデックスが‘Sep’より左方に位置する‘Jan’であるので、
January 2010に該当するカードは左から右方向に進入する。図９の［ｂ］は、January 20
10のカードが表示画面の左端で生成されて右端方向に進入する形態を表示している。Janu
ary 2010のカードが左から右方向に進入しながら、January 2010のスケジュール内容で構
成されるコンテンツは、September 2010のスケジュール内容で構成されるコンテンツを左
から右方向にオーバーレイし、インデックス‘Jan’にフォーカスされたインデックスリ
ストがインデックス‘Sep’にフォーカスされたインデックスリストを左から右方向にオ
ーバーレイする。
【００４９】
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　図９の［ｃ］は、September 2010のカードがJanuary 2010のカードに完全に切り換えら
れた形態を図示する。January 2010のカードにはスケジュール内容に‘Weekly movie’が
表示されている。
【００５０】
　カテゴリー領域で‘Month’が選択され、インデックス領域で特定月が選択されれば、
制御部１６０は表示部１４２を制御して該当月のカレンダーと特定日のスケジュール情報
とを共に表示することができる。例えば、制御部１６０は表示部１４２を制御してコンテ
ンツ領域の上部を該当月のカレンダーで構成し、下部を特定日のスケジュール情報で構成
することができる。ユーザがカレンダーから特定日を選択すれば、制御部１６０は表示部
１４２を制御してカレンダーからユーザが選択した日をフォーカスして表示し、ユーザが
選択した日に対応して格納されたスケジュール情報を特定日のスケジュール情報領域に表
示することができる。
【００５１】
　図８の［ａ］は、コンテンツ領域がカレンダーと特定日のスケジュール情報で構成され
た形態を図示する。カレンダーには１６日にフォーカス処理されており、特定日のスケジ
ュール情報領域には１６日に対応して記録されたスケジュール情報が表示されている。ユ
ーザがカレンダーから９日を選択する命令を入力すれば、上記特定日のスケジュール情報
領域は９日に対応して記録されたスケジュール情報に切り換えられる。
【００５２】
　表示部１４２の横辺が縦辺より長い携帯端末機１００の場合、制御部１６０は表示部１
４２を制御して特定日のスケジュール情報領域がカレンダーの右方または左方に位置する
ようにコンテンツ領域を構成することができる。本発明の実施形態に従って表示部１４２
は‘カレンダー全体表示キー’をコンテンツ領域に表示することができ、ユーザがカレン
ダー全体表示キーを選択する場合、制御部１６０は表示部１４２を制御して特定日のスケ
ジュール情報領域を除去し、カレンダーのサイズを拡大してコンテンツ領域全体にカレン
ダーを表示することができる。
【００５３】
　本発明の実施形態に従って、ユーザはタップ（tap）の以外にドラッグ（drag）動作を
入力してインデックスを選択することができる。制御部１６０はタッチセンサー部１４１
を通じてインデックス領域の上にユーザのタッチを認識すれば、直ちにタッチ解除が発生
するか、またはタッチ位置移動動作が入力されるかを判断し、タッチ位置移動動作が入力
されたことと認識すれば、表示部１４２を制御してタッチ位置移動到達地点にフォーカス
を移動させて表示する。この際、制御部１６０はコンテンツ領域の表示状態が変更されな
いように表示部１４２を制御する。この後、制御部１６０がタッチセンサー部１４１を通
じてタッチ解除（lift-off）の入力を認識すれば、表示部１４２を制御して現在表示され
ているコンテンツをタッチ位置移動到達地点のインデックスに対応するコンテンツに変更
して表示する。
【００５４】
　図１０は‘Day’カテゴリーが選択された状態で、ユーザがドラッグ（drag）動作を通
じて現在フォーカスされたインデックスの右方に位置するインデックスを選択した時、携
帯端末機１００の表示画面変更形態を示す図である。
【００５５】
　図１０の［ａ］は、カテゴリー領域で‘Day’がフォーカスされ、インデックス領域で
インデックス‘16’がフォーカスされ、コンテンツ領域が2010. 04. 16に該当するスケジ
ュール内容を含むコンテンツで構成された形態を図示する。図１０の［ａ］は、ユーザが
インデックス‘6’にタッチ入力後、インデックス‘16’の右方までドラッグを入力する
形態を図示し、図１０の［ｂ］は、ユーザがインデックス‘17’までドラッグを入力した
形態を図示する。図１０の［ｃ］は、ユーザがインデックス‘17’でタッチ解除を入力し
た時、変更される画面を図示する。図１０の［ｃ］は、インデックス‘17’がフォーカス
されたインデックスリストと2010. 04. 17に該当するスケジュール内容を含むコンテンツ
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で構成されるカードが右から左方向に進入する形態を図示し、図１０の［ｄ］は、2010. 
04. 16のカードが2010. 04. 17のカードに完全に切り換えられた形態を図示する。図１０
の［ｃ］及び［ｄ］は図４の［ｂ］及び［ｃ］と同一な画面に該当し、図４の［ｂ］及び
［ｃ］に関する説明は、図１０の［ｃ］及び［ｄ］にも同一に適用される。
【００５６】
　本発明の実施形態に従ってユーザはインデックス領域のインデックスを選択しなくて、
コンテンツ領域の内の特定キー選択を通じてコンテンツを変更させることができる。表示
部１４２は、コンテンツ領域の内に‘今日スケジュール表示キー’を表示することができ
る。ユーザが今日スケジュール表示キーを選択すれば、制御部１６０はタッチセンサー部
１４１を通じて今日スケジュール表示キーが入力されたことを認識し、インデックス領域
でフォーカスされているインデックスの日が今日と比較して以後か以前かを判断する。現
在フォーカスされているインデックスの日が今日と比較して以後の場合、制御部１６０は
表示部１４２を制御して今日がフォーカスされているインデックスリストと今日に該当す
るコンテンツとが結合されたカードを左から右方向に進入させて表示する。また、現在フ
ォーカスされているインデックスの日が今日と比較して以前の場合、制御部１６０は表示
部１４２を制御して今日がフォーカスされているインデックスリストと今日に該当するコ
ンテンツとが結合されたカードを右から左方向に進入させて表示する。
【００５７】
　図１１は、‘Day’カテゴリーが選択された状態で、ユーザがコンテンツ領域内にある
‘Today’キーを選択した時、携帯端末機１００の表示画面変更形態を示す図である。
【００５８】
　図１１の［ａ］は、カテゴリー領域で‘Day’がフォーカスされ、インデックス領域で
インデックス‘16’がフォーカスされ、コンテンツ領域が2010. 04. 16に該当するスケジ
ュール内容を含むコンテンツで構成された形態を図示する。図１１の［ａ］は、ユーザが
コンテンツ領域の内に表示された‘Today’を選択する形態を図示する。図１１の［ｂ］
は、ユーザが‘Today’選択時、変更される画面を図示する。図１１を説明するに当たっ
て、今日が2010. 04. 17と仮定し、図１１の［ｂ］は今日に該当するインデックス‘17’
がフォーカスされたインデックスリストと2010. 04. 17に該当するスケジュール内容を含
むコンテンツで構成されるカードが右から左方向に進入する形態を図示する。図１１の［
ｃ］は、2010. 04. 16のカードが2010. 04. 17のカードに完全に切り換えられた形態を図
示する。図１１の［ｂ］及び［ｃ］は図４の［ｂ］及び［ｃ］と同一な画面に該当し、図
４の［ｂ］及び［ｃ］に関する説明は、図１１の［ｂ］及び［ｃ］にも同一に適用される
。
【００５９】
　本発明の実施形態に従って制御部１６０は表示部１４２を制御してコンテンツ領域を切
換して表示する時、インデックス領域に対してはフォーカスのみを変更して表示すること
ができる。図４を参照すると、2010. 04. 16に該当するコンテンツから2010. 04. 17に該
当するコンテンツに切り換えられる時、インデックス‘17’がフォーカスされたインデッ
クスリストと2010. 04. 17に該当するコンテンツとが結合されたカードが右から左方向に
進入する形態が図示されている。即ち、インデックス領域の内のインデックスリストは新
たなインデックスリストに取り替えられる。
【００６０】
　制御部１６０はコンテンツとインデックスリストとを結合させず、2010. 04. 17に該当
するコンテンツのみで１つのカードを構成し、表示部１４２を制御してカードを進入させ
て表示することができる。この際、制御部１６０は表示部１４２を制御してインデックス
領域の内でフォーカスをインデックス‘17’に移動させて表示する。
【００６１】
　図１２は、‘Day’カテゴリーが選択された状態で、ユーザが現在フォーカスされたイ
ンデックスの右方に位置するインデックスを選択した時、図４とは異なる表示画面変更形
態を示す図である。
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【００６２】
　図１２の［ａ］は図４の［ａ］と同一な画面に該当し、図４の［ａ］に関する説明は図
１２の［ａ］にも同一に適用される。図１２の［ａ］は、カテゴリー領域で‘Day’がフ
ォーカスされ、インデックス領域でインデックス‘16’がフォーカスされ、コンテンツ領
域が2010. 04. 16に該当するスケジュール内容を含むコンテンツで構成された形態を図示
する。図１２の［ａ］はユーザがインデックス‘17’にタップを入力する形態を図示し、
図１２の［ｂ］はユーザがインデックス‘17’にタップを入力した時に変更される画面を
図示する。図１２の［ｂ］は2010. 04. 17に該当するスケジュール内容を含むコンテンツ
で構成されるカードが右から左方向に進入する形態を図示し、図１２の［ｃ］は2010. 04
. 16に該当するカードが2010. 04. 17に該当するカードに完全に切り換えられた形態を図
示する。図１２の［ｂ］でインデックスリストは新たなインデックスリストに取り替えら
れず、フォーカスがインデックス‘16’から‘17’に変更される。
【００６３】
　本発明の実施形態に従ってインデックス領域はインデックスが左右方向でない上下方向
に配列された形態に構成できる。この場合、制御部１６０はタッチセンサー部１４１を通
じていずれか１つのインデックスが選択されたと認識すれば、選択されたインデックスが
現在フォーカスされているインデックスの上方に位置するかまたは下方に位置するかを判
断し、上方に位置することと判断すれば、表示部１４２を制御してユーザが選択したイン
デックスに該当するコンテンツを上から下方向に進入させて表示し、下方に位置すること
と判断すれば、表示部１４２を制御してユーザが選択したインデックスに該当するコンテ
ンツを下から上方向に進入させて表示する。この際、制御部１６０は選択されたインデッ
クスがフォーカスされたインデックスリストと選択されたインデックスに該当するコンテ
ンツとを結合して１つのカードを構成し、表示部１４２を制御して上記生成されたカード
を上から下方向または下から上方向に進入させて表示することができる。
【００６４】
　図１３は、インデックスが上下方向に配列された形態にインデックス領域が構成され、
‘Day’カテゴリーが選択された状態で、ユーザが現在フォーカスされたインデックスの
下方に位置するインデックスを選択した時、携帯端末機１００の表示画面変更形態を示す
図である。
【００６５】
　図１３の［ａ］は、カテゴリー領域で‘Day’がフォーカスされ、インデックス領域で
インデックス‘16’がフォーカスされ、コンテンツ領域が2010. 04. 16に該当するスケジ
ュール内容を含むコンテンツで構成された形態を図示する。図１３の［ｂ］はユーザがイ
ンデックス‘17’選択時、変更される画面を図示し、図１３の［ｂ］はインデックス‘17
’がフォーカスされたインデックスリストと2010. 04. 17に該当するスケジュール内容を
含むコンテンツで構成されるカードが下から上方向に進入する形態を図示する。図１３の
［ｃ］は、2010. 04. 16に該当するカードが2010. 04. 17に該当するカードに完全に切り
換えられた形態を図示する。
【００６６】
　図１４は、インデックスが上下方向に配列された形態にインデックス領域が構成され、
‘Day’カテゴリーが選択された状態で、ユーザが現在フォーカスされたインデックスの
上方に位置するインデックスを選択した時、携帯端末機１００の表示画面変更形態を示す
図である。
【００６７】
　図１４の［ａ］は、図１３の［ａ］のようにカテゴリー領域で‘Day’がフォーカスさ
れ、インデックス領域でインデックス‘16’がフォーカスされ、コンテンツ領域が2010. 
04. 16に該当するスケジュール内容を含むコンテンツで構成された形態を図示する。図１
４の［ｂ］は、ユーザがインデックス‘13’選択時、変更される画面を図示し、図１４の
［ｂ］はインデックス‘13’がフォーカスされたインデックスリストと2010. 04. 13に該
当するスケジュール内容を含むコンテンツで構成されるカードが上から下方向に進入する
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形態を図示する。図１４の［ｃ］は、2010. 04. 16に該当するカードが2010. 04. 13に該
当するカードに完全に切り換えられた形態を図示する。
【００６８】
　本発明はスケジュール管理画面に基づいて説明しているが、これに限定されるものでは
なく、音楽再生アプリケーション、動映像再生アプリケーション、フォンブックアプリケ
ーション、メッセージアプリケーションなどにも同一に適用できる。音楽再生アプリケー
ションの場合、カテゴリー領域には‘name’、‘genre’、‘year’のようなカテゴリー
が含まれることができ、‘genre’のカテゴリーに分類されるインデックスには、‘balla
d’、‘jazz’、‘rock’などがありえる。インデックスがアルファベット順に左右方向
に配列されており、現在フォーカスされたインデックスが‘jazz’の場合、ユーザが‘ba
llad’を選択すれば、‘ballard’に該当するコンテンツが左から右方向に進入して表示
され、ユーザが‘rock’を選択すれば、‘rock’に該当するコンテンツが右から左方向に
進入して表示される。
【００６９】
　本発明に従う前述した方法はハードウェアで実現されるか、またはＣＤ、ＲＯＭ、ＲＡ
Ｍ、フロッピー（登録商標）ディスク、ハードディスク、磁気－光ディスクのような格納
媒体に格納されるか、ネットワークを介してダウンロードできるソフトウェア、またはコ
ンピュータコードとして実現できる。したがって、ここに説明された方法が汎用コンピュ
ータ、または特別プロセッサー、またはプログラマブルハードウェアまたはＡＳＩＣまた
はＦＰＧＡのような専用ハードウェアを用いたソフトウェアで具現できる。コンピュータ
、プロセッサー、またはプログラマブルハードウェアは、コンピュータ、プロセッサー、
またはハードウェアによりアクセスされ実行されれば、プロセッサーまたはハードウェア
がそこに説明された処理方法を具現するソフトウェアまたはコンピュータコードを格納ま
たは受信することができるメモリ要素、例えばＲＡＭ、ＲＯＭ、フラッシュなどを含む。
コードは汎用コンピュータにロードされる時、汎用コンピュータをここに示した処理を一
部遂行する特殊用コンピュータに変換する。
【００７０】
　本発明では、コンテンツが切り換えられる時、インデックスの配列方向と同一な方向に
切り換えられるため、画面切換命令入力においてユーザ操作の直観性が向上する。
【００７１】
　一方、本明細書及び図面には本発明の好ましい実施形態に対して開示したものであり、
たとえ特定用語が使われたが、これは単に本発明の技術内容を易しく説明し、発明の理解
を助けるための一般的な意味で使われたものであり、本発明の範囲を限定しようとするも
のではない。ここに開示された実施形態の他にも本発明の技術的思想に基づいた他の変形
例が実施可能であるということは、本発明が属する技術分野で通常の知識を有する者に自
明である。
【符号の説明】
【００７２】
　　１００　携帯端末機
　　１１０　無線通信部
　　１２０　オーディオ処理部
　　１３０　格納部
　　１４０　タッチスクリーン部
　　１４１　タッチセンサー部
　　１４２　表示部
　　１５０　キー入力部
　　１６０　制御部
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